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(57)【要約】
　【課題】ピストン側圧を軽減することで信頼性、エネ
ルギー効率を改善し、かつ騒音を低減することができる
密閉型圧縮機を提供する。
　【解決手段】圧縮機構は、主軸部１０９及び偏心部１
１０を有するクランクシャフトと、前記クランクシャフ
トを軸支する軸受部と、圧縮室１１４を形成するブロッ
クと、圧縮室１１４内を往復運動するピストン１１５と
、軸心が主軸部１０９及び偏心部１１０の軸心と平行と
なるようにピストン１１５に配設されたピストンピン１
１９と、偏心部１１０とピストンピン１１９とを連結す
るコネクティングロッド１１６とを備えており、圧縮室
１１４の軸心に対して軸心が主軸部１０９の反回転方向
側に位置するように、ピストンピン１１９を配置するこ
とにより、ピストン１１５側圧を軽減することで信頼性
、エネルギー効率を改善し、かつ騒音を低減することが
できるという効果が得られる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　密閉容器内に冷媒ガスを圧縮する圧縮機構と前記圧縮機構を駆動する電動要素を収容し
、前記圧縮機構は、主軸部及び偏心部を有するクランクシャフトと、前記クランクシャフ
トを軸支する軸受部と、圧縮室を形成するブロックと、前記圧縮室内を往復運動するピス
トンと、軸心が前記主軸部及び前記偏心部の軸心と平行となるように前記ピストンに配設
されたピストンピンと、前記偏心部と前記ピストンピンとを連結するコネクティングロッ
ドとを備え、前記圧縮室の軸心に対して軸心が前記主軸部の反回転方向側に位置するよう
に、前記ピストンピンが配置されたことを特徴とする密閉型圧縮機。
【請求項２】
　圧縮室の軸心と軸受部の軸心とが互いに交差するように、前記圧縮室及び前記軸受部が
配置された請求項１に記載の密閉型圧縮機。
【請求項３】
　軸受部の軸心に対して圧縮室の軸心が主軸部の反回転方向側に位置するように、前記圧
縮室及び前記軸受部が配置された請求項１に記載の密閉型圧縮機。
【請求項４】
　ピストンにピストンピンを挿入する挿入部を設け、前記挿入部の少なくとも一端に前記
挿入部に垂直な平面部を設けた請求項１から３のいずれか一項に記載の密閉型圧縮機。
【請求項５】
　ピストンは反圧縮室側に開口する空洞部を備え、前記空洞部の開口端部において、主軸
部の回転方向側よりも反回転方向側の方が前記空洞部の開口が大きい請求項１から４のい
ずれか一項に記載の密閉型圧縮機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は冷凍冷蔵庫等の冷凍サイクルに用いられる密閉型圧縮機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、家庭用冷凍冷蔵庫や自動販売機、エアコン等の冷凍サイクル装置に使用される密
閉型圧縮機は、地球環境に対する要求から省エネ化への動きが加速されており、なおかつ
高い信頼性や低騒音化が求められている。
【０００３】
　従来の密閉型圧縮機としては、ピストンクランク機構からなる往復動式の密閉型圧縮機
が一般的である（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　以下、図面を参照しながら上記従来技術の往復動式の密閉型圧縮機について説明する。
【０００５】
　図５は従来の往復動式の密閉型圧縮機の縦断面図であり、図６は従来の往復動式の密閉
型圧縮機の横断面図である。
【０００６】
　図５、図６において密閉容器１内には電動要素２と電動要素２により回転駆動される圧
縮機構３がそれぞれ収容される。電動要素２と圧縮機構３は一体的に組み立てられ、複数
の支持スプリング４により密閉容器１内に弾性支持される。支持スプリング４は密閉容器
１内の周方向に沿って適宜間隔をおいて複数個配設される。
【０００７】
　電動要素２はプレート状固定子鉄心を積層して構成される固定子５と、この固定子５に
回転自在に収容される回転子６とを有する。
【０００８】
　クランクシャフト７は主軸部９と偏心部１０を備えることで形成されている。主軸部９
には回転子６が軸装されるとともに圧縮機構３のすべり軸受構造の軸受部１１に回転自在
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に支持される。
【０００９】
　電動要素２により主軸部９を介して駆動される圧縮機構３は、ブロック１２により形成
された圧縮室１４内を摺動自在に設けられるピストン１５と、このピストン１５をクラン
クシャフト７の偏心部１０に連結するコネクティングロッド１６と、図示しない吸込弁お
よび吐出弁を備えたバルブプレート１７と、このバルブプレート１７を外側から覆うシリ
ンダヘッド１８とを有する。
【００１０】
　ピストン１５には偏心部１０の軸心と平行となるように、コネクティングロッド１６と
接続するピストンピン１９が配設されている。ピストンピン１９の軸線は圧縮室１４の軸
線を通るように配設し、圧縮室１４の軸線は主軸部９の軸線と交差するように配設してあ
る。
【００１１】
　以上のように構成された往復動式の密閉型圧縮機について、以下その動作を説明する。
【００１２】
　電動要素２に通電すると、電動要素２が起動して回転子６が回転せしめられ、この回転
子６と一体にクランクシャフト７が回転し、偏心部１０の運動がコネクティングロッド１
６からピストンピン１９を経てピストン１５を圧縮室１４内で往復運動させることで冷媒
ガス（図示せず）が連続して圧縮される。
【特許文献１】特開２０００－２９１５４８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら上記従来のような配置では、圧縮時にはピストン１５が側圧を受けるため
に、圧縮室１４との摺動ロスが大きくなり、入力が増大し、摺動による摩耗が発生すると
いう課題を有していた。また、ピストンピン１９の軸線が圧縮室１４の軸線上にあると、
上死点で圧縮工程から吸入工程に移る際に、ピストン１５の動きが不安定になり、ピスト
ン１５が圧縮室１４に衝突を繰り返し、騒音を発生させるという課題を有していた。
【００１４】
　本発明は上記従来の課題を解決するもので、信頼性、エネルギー効率が高く、かつ低騒
音の密閉型圧縮機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記従来の課題を解決するために、本発明の密閉型圧縮機は、圧縮室の軸心に対して軸
心が主軸部の反回転方向側に位置するように、ピストンピンが配置されたものであり、ピ
ストン側圧を軽減することで信頼性、エネルギー効率を改善し、かつ騒音を低減すること
ができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の密閉型圧縮機は信頼性、エネルギー効率が高く、かつ低騒音の密閉型圧縮機を
提供することができるという効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　請求項１に記載の発明は、密閉容器内に冷媒ガスを圧縮する圧縮機構と前記圧縮機構を
駆動する電動要素を収容し、前記圧縮機構は、主軸部及び偏心部を有するクランクシャフ
トと、前記クランクシャフトを軸支する軸受部と、圧縮室を形成するブロックと、前記圧
縮室内を往復運動するピストンと、軸心が前記主軸部及び前記偏心部の軸心と平行となる
ように前記ピストンに配設されたピストンピンと、前記偏心部と前記ピストンピンとを連
結するコネクティングロッドとを備え、前記圧縮室の軸心に対して軸心が前記主軸部の反
回転方向側に位置するように、前記ピストンピンが配置されたもので、ピストン側圧を軽
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減することで信頼性、エネルギー効率を改善し、かつ騒音を低減することができるという
効果が得られる。
【００１８】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、圧縮室の軸心と軸受部の軸
心とが互いに交差するように、前記圧縮室及び前記軸受部が配置されたものであり、ピス
トン側圧を軽減することで、請求項１に記載の発明の効果に加えてさらに、信頼性、エネ
ルギー効率を改善し、かつ騒音を低減することができるという効果が得られる。
【００１９】
　請求項３に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、軸受部の軸心に対して圧縮
室の軸心が主軸部の反回転方向側に位置するように、前記圧縮室及び前記軸受部が配置さ
れたものであり、圧縮室の軸心を主軸部の反回転方向側に位置させることで、請求項１に
記載の発明の効果に加えてさらに側圧を軽減させることができ、信頼性、エネルギー効率
を改善し、かつ騒音を低減することができるという効果が得られる。
【００２０】
　請求項４に記載の発明は、請求項１から３のいずれか一項に記載の発明において、ピス
トンにピストンピンを挿入する挿入部を設け、前記挿入部の少なくとも一端に前記挿入部
に垂直な平面部を設けたもので、請求項１から３のいずれか一項に記載の発明の効果に加
えてさらに前記ピストンに前記ピストンピン挿入部を加工する際の、加工ツール先端の逃
げを回避することができ、加工精度を良好にしつつ、ピストン側圧を軽減することで信頼
性、エネルギー効率を改善し、かつ騒音を低減することができるという効果が得られる。
【００２１】
　請求項５に記載の発明は、請求項１から４のいずれか一項に記載の発明において、ピス
トンは反圧縮室側に開口する空洞部を備え、前記空洞部の開口端部において、主軸部の回
転方向側よりも反回転方向側の方が前記空洞部の開口が大きいものであり、ピストンピン
軸心が圧縮室軸芯に対し、主軸部の反回転方向側に配しているために、請求項１から４の
いずれか一項に記載の発明の効果に加えてさらに、コネクティングロッドとピストンのク
リアランスが小さくなることによる、ピストンとコネクティングロッドの接触を防止しつ
つ、ピストン側圧を軽減することで信頼性、エネルギー効率を改善し、かつ騒音を低減す
ることができるという効果が得られる。
【００２２】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によってこの発明が限定されるものではない。
【００２３】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１における密閉型圧縮機の縦断面図、図２は同実施の形態
における密閉型圧縮機の水平断面図、図３は同実施の形態における密閉型圧縮機の要部拡
大断面図、図４は同実施の形態における密閉型圧縮機のピストン空洞部拡大図である。
【００２４】
　図１、図２、図３、図４において密閉容器１０１内には電動要素１０２と電動要素１０
２により回転駆動される圧縮機構１０３がそれぞれ収容される。電動要素１０２と圧縮機
構１０３は一体的に組み立てられ、複数の支持スプリング１０４により密閉容器１０１内
に弾性支持される。支持スプリング１０４は密閉容器１０１内の周方向に沿って適宜間隔
をおいて複数個配設される。
【００２５】
　電動要素１０２はプレート状固定子鉄心を積層して構成される固定子１０５とこの固定
子１０５に回転自在に収容される回転子１０６とを有する。
【００２６】
　クランクシャフト１０７は主軸部１０９と偏心部１１０を備えることで形成されている
。主軸部１０９には回転子１０６が軸装されるとともに圧縮機構１０３のすべり軸受構造
の軸受部１１１に回転自在に支持される。
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【００２７】
　電動要素１０２により主軸部１０９を介して駆動される圧縮機構１０３は、ブロック１
１２により形成された圧縮室１１４を有し、圧縮室１１４の軸線は主軸部１０９の軸線と
互いに交差するように配設してある。また、圧縮室１１４内を摺動自在に設けられるピス
トン１１５と、このピストン１１５をクランクシャフト１０７の偏心部１１０に連結する
コネクティングロッド１１６と、図示しない吸込弁および吐出弁を備えたバルブプレート
１１７と、このバルブプレート１１７を外側から覆うシリンダヘッド１１８とを有する。
【００２８】
　ピストン１１５には、コネクティングロッド１１６を内部に組み込むためのピストン空
洞部１３５が設けられ、偏心部１１０の軸心１３０と平行になるように、コネクティング
ロッド１１６と接続するピストンピン１１９がピストン空洞部１３５内に配設されている
。
【００２９】
　ピストン空洞部１３５は開口端部１３６において、主軸部１０９の回転方向側１３５ａ
よりも反回転方向側１３５ｂの方がピストン空洞部１３５の開口が大きく構成しており、
ピストン１１５の側部の肉厚は、主軸部１０９の反回転方向側よりも回転方向側を厚く構
成している。
【００３０】
　ピストンピン１１９の軸中心１３２は、圧縮室１１４の軸心１３１に対して主軸部１０
９の反回転方向側に、δだけオフセット（平行移動）されて配置されている。さらに、ピ
ストン１１５にはピストンピン１１９の挿入部に垂直な平面部１２０を設けている。
【００３１】
　図３は圧縮工程を示しており、コネクティングロッド１１６がピストン１１５を押す力
１２１及び、その分力をそれぞれ、ピストン１１５を圧縮室１１４の軸心方向に移動させ
る力１２２と、ピストン１１５を圧縮室１１４の壁面に押しつける側圧１２３として示し
ている。
【００３２】
　また、コネクティングロッド１１６がピストン１１５を押す力１２１とピストン１１５
を圧縮室１１４の軸心方向に移動させる力１２２によって形成される角度をαとしている
。また、圧縮室１１４内の冷媒ガス（図示せず）がピストン１１５を反圧縮室１１４の方
向に押し戻す力をＦとしている。
【００３３】
　以上のように構成された密閉型圧縮機について、以下その動作を説明する。
【００３４】
　電動要素１０２に通電すると、電動要素１０２が起動して回転子１０６が時計回りに回
転せしめられ、この回転子１０６と一体にクランクシャフト１０７が回転し、偏心部１１
０の運動がコネクティングロッド１１６からピストンピン１１９を経てピストン１１５を
圧縮室１１４内で往復運動させることで冷媒ガス（図示せず）が連続して圧縮される。
【００３５】
　この際、ピストンピン１１９の軸中心１３２は圧縮室１１４の軸心１３１に対して主軸
部１０９の反回転方向側に、δだけオフセットされているので、ピストンピン１１９の軸
中心１３２が圧縮室１１４の軸心１３１にあるときに比べ、ピストン１１５を押す力１２
１とピストン１１５を圧縮室１１４の軸心方向に圧縮させる力１２２により形成される角
度αを小さくすることができる。
【００３６】
　ピストン１１５を押す力１２１の分力のうち、ピストン１１５を圧縮室１１４の壁面に
押しつける側圧１２３の大きさは、ピストン１１５を押す力１２１の正弦であるため、角
度αを小さくすることで、ピストン１１５を圧縮室１１４の壁面に押しつける側圧１２３
も同様に小さくすることができる。
【００３７】
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　ここで、ピストン１１５と圧縮室１１４の壁面との摺動部のうち、側圧１２３によって
ピストン１１５が圧縮室１１４の壁面に押しつけられる摺動部１３３における摺動損失に
注目してみると、摺動部１３３に作用する側圧１２３が小さくなるために面圧も小さくな
り、その結果、摺動部１３３における摺動損失を低減することができる。
【００３８】
　そのため、ピストン１１５が圧縮室１１４内を往復運動する際に発生する摺動損失を低
減することができるとともに、さらに、起動時において起動負荷を軽減することができる
ことで電動要素１０２のトルクを軽減でき、エネルギー効率を向上させることができる。
【００３９】
　また、摺動部の面圧を低減することで摺動部に発生する摩耗を低減することができるの
で、高い信頼性を得ることができる。
【００４０】
　さらに、ピストン１１５に作用する圧縮室１１４の軸心１３１に平行な力に注目すると
、ピストン１１５を反圧縮室１１４の方向に押し戻す力をＦとピストン１１５を圧縮室１
１４の軸心方向に圧縮させる力１２２とが存在するが、ピストンピン１１９の軸中心１３
２は圧縮室１１４の軸心１３１に対して主軸部１０９の反回転方向側にδだけオフセット
されていることで、力１２２と力Ｆとは平行であるものの作用点は交わらない。
【００４１】
　そのため、圧縮行程において、ピストン１１５には図３における時計回りの回転モーメ
ントが常に作用することになり、ピストン１１５がピストンピン１１９の軸中心１３２回
りに挙動が不安定となることなく安定させることができ、ピストン１１５と圧縮室１１４
の接触や衝突などにより発生する振動や騒音を防止することができ、また良好な摺動状態
を維持することができる。
【００４２】
　さらに、ピストン１１５の外周部に、ピストンピン１１９の挿入部１３４に垂直な平面
部１２０を設けていることで、ピストンピン１１９の挿入部１３４を加工する際の、加工
ツール先端がピストン１１５外周の所定位置の逃げてしまうことを回避することができ、
加工精度を良好にすることが可能となる。
【００４３】
　また、ピストン空洞部１３５は開口端部１３６において、ピストン空洞部１３５の開口
は、主軸部１０９の回転方向側１３５ａよりも反回転方向側１３５ｂの方が大きく構成さ
れており、ピストン１１５の側部肉厚は、主軸部１０９の反回転方向側よりも回転方向側
を厚くすることができる。
【００４４】
　そのため、ピストン１１５の側圧が作用する回転方向側の側部の剛性を高めることで変
形を低減し、変形による局所的な摺動を低減し摩耗を防止することができる。
【００４５】
　さらに、側圧が作用しない主軸部１０９の反回転方向のピストン１１５の側部は肉厚を
薄くすることが可能であり、ピストン空洞部１３５の開口を大きくすることで、ピストン
空洞部１３５とコネクティングロット１１６の接触を回避することができる。
【００４６】
　また、本実施の形態においては圧縮機構１０３を電動要素１０２の上に配置した往復動
式の密閉型圧縮機を例示したが、圧縮機構１０３を電動要素１０２の下に配置したものに
おいても同様の効果が得られることは言うまでもない。
【産業上の利用可能性】
【００４７】
　以上のように、本発明の密閉型圧縮機は信頼性が高く、高効率で消費電力が少なく、騒
音が低くすることが可能となるため、家庭用冷蔵庫を初めとして、除湿機やショーケース
、自販機等、冷凍サイクルを用いたあらゆる用途にも適用できる。
【図面の簡単な説明】
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【００４８】
【図１】本発明の実施の形態１における密閉型圧縮機の縦断面図
【図２】同実施の形態における密閉型圧縮機の水平断面図
【図３】同実施の形態における密閉型圧縮機の要部拡大断面図
【図４】同実施の形態における密閉型圧縮機のピストン空洞部拡大図
【図５】従来の往復動式の密閉型圧縮機の縦断面図
【図６】従来の往復動式の密閉型圧縮機の横断面図
【符号の説明】
【００４９】
　１０１　密閉容器
　１０２　電動要素
　１０３　圧縮機構
　１０７　クランクシャフト
　１０９　主軸部
　１１０　偏心部
　１１１　軸受部
　１１２　ブロック
　１１４　圧縮室
　１１５　ピストン
　１１６　コネクティングロッド
　１１９　ピストンピン
　１２０　平面部
　１３４　挿入部
　１３５　ピストン空洞部
　１３６　開口端部
【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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